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1. はじめに 

 近年地盤情報データベースが充実するとともに、都市の地盤モデルを作成する技術も発展してきている。しかし

ながら、地層の判断は、人自らが一本一本層区分を行い、場所によっては判断が難しく時間を要するのが現状であ

る。この地層区分を合理的にかつ迅速に行うことが出来れば、地域地盤モデルの構築が一層進むと思われる。これ

までの研究で、ニューラルネットワーク(以下 NN と称す)を用いた地層区分推定において、N値が推定結果に与え

る影響が大きいことが分かっている 1)。しかし、実地盤で適用性の確認を行うと、様々な要因によって推定結果が

左右されるため、一様な N値を持った模擬地盤を作成することが適用基準を決定することにつながると考えた。

模擬地盤を作成するために、対象地域の地盤の N値のト

レンドを調べる必要がある。村上らの研究で N値の鉛直

方向トレンド成分の算出が可能となった 2)。対象地域の N

値トレンドが分かれば、それを基に模擬地盤を作成でき

る。本報告では福岡平野沿岸域の地盤でのトレンド成分算

出結果について報告する。 

2. 対象地域と地盤情報 DB 

本研究で対象とした地域は図-1 に示す福岡平野沿岸域で

ある。この地域に関する情報は、九州地盤情報共有データ

ベース 2005 および 2012に記録されているボーリングデー

タ（以下、BD と称す）を用いた。この区間の BD130 本か

ら 1389 組の深度、N 値、土質、地層のデータセットを作成した。データセットを完新世(中州層)と更新世(荒江

層、地行上部層、地行下部層、金武礫層、阿蘇 4 火砕流堆積物)ともに細粒土(粘土、火山灰質粘性土、シルト、有

機質土)、粗粒土(砂質土、火山灰質砂、礫質土)に分類してトレンド成分の算出を行った。 

3. 前処理およびトレンド成分の算出 

同一地層内において局所的に大きな N 値が測定される場合がある。このように局所的に大きな N値が測定され

る理由は、礫の存在など地盤の特性に関する要因、試験法および作業に関する要因が考えられる。対象地域の地盤

のトレンド成分を算出する際、地盤の深度方向の N 値の主な傾向を知るためには、このような局所的に大きな N

値は考慮しない方が妥当であると考える。このような局所的に大きな N 値を異常値として捉えショーブネの判断

基準により除去した 3)。異常値の除去を行ったデータセットに対して、鉛直方向 1ｍ毎のデータの平均値（以下区

間平均値）分布モデルから最適な近似式を決定し鉛直トレンドを表現する式（以下トレンドモデル）を決定した 4)。

完新世の細粒土、粗粒土は線形近似式(2.1)、更新世は細粒土と粗粒土はガウス型(2-2)で近似した、式中 m1、m2、

m3 は土質区分によるパラメータ、Zは中央深度である。 

 

𝐿𝑜𝑔10(𝑁 + 1) = 𝑚1 + 𝑚2 ∙ 𝑧         (2-1)   𝐿𝑜𝑔10(𝑁 + 1) = 𝑚1 + 𝑚2 {1 − 𝑒𝑥𝑝 (− (
𝑧

𝑚3
)

2
)}    (2-2) 

 

図-１ 対象地域とボーリング地点 
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4. 調査結果と比較による検討 

図-2 と 3 では完新世、更新世ともに細粒土

より粗粒土の区間平均 N 値が高くなる傾向が

ある。細粒土は粗粒土に比べ区間平均 N値に

ばらつきがあることがわかる。細粒土は深度の

浅い場所でも高い N値を示す傾向がある。更

新世の粗粒土は深度 40m付近まで深度が深く

なるにつれて区間平均 N 値が増加する傾向が

見られるが、深度 40ｍ以降では N値が小さく

なる。これは、金武礫層の礫質土が風化したく

され礫であるため N値が小さくなることが要

因と考えられる。図-4と 5では同じ細粒土、

粗粒土でも完新世と更新世では大きく N値が

異なることがわかる。完新世と更新世それぞれ

のトレンドを持つ近似線を用いて模擬地盤の地

層、土質ごとの深度方向の N 値を決定するこ

とができる。 

5. まとめ 

本研究で得られた知見を以下に示す。 

1) 完新世と更新世それぞれの細粒土、粗粒土

を比較すると細粒土は粗粒度に比べ区間平均 N

値にばらつきがあり、深度が浅い場所でも高い

N 値を示すことが分かった。 

2) 完新世と更新世の細粒土、粗粒土を比較す

ると、同様の土質でも N 値に大きな違いがあ

ることが分かった。今後、完新世、更新世のト

レンドを持つ近似線を用いて地層、土質ごとの

深度方向の N値を決定し模擬地盤を作成して

いきたい。 
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図-2 完新世の細粒土と粗粒土 

の区間平均 N値比較 

図-3 更新世の細粒土と粗粒土 

の区間平均 N値比較 

  

図-4 完新世と更新世の細粒土 

の区間平均 N値比較 

図-5 完新世と更新世の粗粒土 

の区間平均 N値比較 
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